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社名 株式会社 安藤・間（呼称︓安藤ハザマ）

本社 東京都港区東新橋1-9-1

代表者 代表取締役社長 国谷 一彦

資本金 約170億円（2024年3月末現在）

売上高 3,626億円（2024年3月期 単体）

従業員数 3,375人（2024年4月1日現在）

設立 2003年10月1日（合併︓2013年）

海外事業 建設外事業

国内建築事業

2013年 合併
安藤建設1873年～
間組 1889年～

建設会社 安藤ハザマは、
デジタル技術の活用推進、施工ロボットの実用化と普及加速を進めています！

シールドマシン トンネル施工状況

国内土木事業

工事用ロボット 宇宙開発自動化建機
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背景︓建設就労者の減少・高齢化 目的︓労働力不足の解消、労働環境の改善、生産性および安全性の向上

建設機械の自動運転技術、ロボット開発

自動化建機の開発ステップ

イマココ︕

建設DXにより機械の自動化は今後も益々進むが、複数台の一括
操作や、自動化機械のトラブル時のメンテナンスなど、遠隔操作
も重要な役割を持つ。
安藤ハザマはAIやデジタルツインの活用も合わせ、最適な建設

機械による建設工事の安全性向上・施工性向上を目指していく。

デジタルツインを活用した汎用建機の複数台連携

建築工事用ロボット

床ひび割れ検査 コンクリート床仕上

山岳トンネル工事の自動化・遠隔化

照度測定
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安藤ハザマ環境方針
豊かな青い地球を守り、サステナブルな社会を実現するため、「環境保全」と「環境負荷低減」に貢献する。

ＳＤＧｓへの対応

○安藤ハザマ 次世代エネルギープロジェクト

山岳トンネル施工機械は大出力のものが多いが、その中で“換気設備”は
常時運転を必要とする設備であるため、消費電力量が最も多くなる。

以下によりCO2排出削減を達成。
①各設備等の稼働状況を電気信号で取得し“作業内容”を自動判断
②作業内容に応じた換気設備の“最適な出力制御”

○建設段階における環境負荷低減（山岳トンネルの例）
作業状況把握の自動化と、状況に応じた換気設備制御による省電力化を実現
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背景︓現在、約54兆円である“世界の宇宙産業の市場規模”は、2040年までに約140兆円に達すると予測
目的︓当社の強みを発揮する分野として、宇宙開発分野での技術革新と事業拡大

新たな挑戦「宇宙開発プロジェクト」

アルミ基材のパック

レゴリス（月の砂）

レゴリスを充填した部材で
宇宙放射線を低減

小型ロボットに載せた
LiDARやカメラでの
月地下空間の探索

放射線遮蔽

食糧生成 地盤転圧

仮設作業所

地下掘削

従来より培ってきた当社の強みをコア技術として
新たな技術を創造し、宇宙開発に応用︕
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